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本研究は
､

失語症 の言語 モ ダリテ ィ 間の関係を明らかにす るため
､ 言語 モ ダリテ ィ間の 関係に

つ い て の仮説 (s i d m a n の仮説) を検証する ことを主目的と したが
､

これに先立 っ て
､

失語症に

お ける漢字と仮名 の成績に つ い て以下の 結果を得 て い る｡

1 . 語症におい て 差をきたす頻度は統計的に9 . 2- 3 7 . 8 % ( m o d i fi e d W a l ° m e t h o d で9 5% の信頼区

間) である ｡

2 . 差 を認めた場合は全て 漢字 の読解の ほうが仮名 の読解よ りも良好 であり ､ 仮名 の 読解 の ほ

うが漢字 の 読解よりも良好 で あるもの は認 めなか っ た ｡ こ の こ とは従来 の失語症 の単語 の

比 較では漢字 の読解の ほうが仮名 の 読解よりも保たれやす い と い う説 と
一

致 して い た｡

3 . 漢字 の読解に比 べ 仮名 の読解が有意に障害したの は左 の側頭頭頂英傑域 の損傷で ある こ と

が示唆された .
こ の損傷部位は従来日本語で言われて い る仮名 の 読みを障害する領域と 一

致 して い たo しか し
､ 漢字と仮名 の障害パ タ

ー ン と損傷部位の 関係にお い て 二重帯解杜示

せ なか っ た｡

以上 の こ とより ､ 読み の メ カ ニ ズ ム に 掛 ､ て 単純な漢字と仮名と い う区別は妥当 で は ない と結

論 し
､ 漢字と仮名 の 両者 をまと めて 上 に述 べ た仮説 の 検証を行い

､ 以下 の結果 を得て い る｡

1 .
S i d m a n の 仮説1

､
2 の 両方 の 現象 は失語症で障害され る こ とが ある.

2 . 仮説 1 の 現象 を妨げる責任病巣は ､
左前頭葉白質病変 で ある こ とが示 されたG そ の メ カ ニ

ズ ム は
､
左の 前頭葉自質柄変が倣説1 における読解の 前提条件である 二 つ の モ ダリテ イ ､ 音

2 - 1



を聞 い て それに対応す る絵の指示 ､ 音を聞 い て それ に対応す る字の 指示 ､
の 統合を妨げる

か らで は ない かと考える｡

3 , 仮説2 の現象を妨げる責任病巣は
､
左前中側頭築から後側頭頭頂葉に及ぶ領域で ある こ とが

示 されたo そ の メ カ ニ ズ ム は こ の領域の 損傷が倣説2 にお ける音読の前提条件で ある三 つ の

言語 モ ダリテ イ ､ 音を聞 い てそれに対応する絵 の支持 ､ 音を聞い てそれに対応する字の 指

示 ､ 絵の 呼称 ､
の統合を妨げるか らでは ない か ､ と考える｡

以 上 ､ 本論文は失語症 の言語 モ ダリテ ィ 間の 関係 におい て ､
読解と音読に つ い て のS i d m a n の

仮説が 常には成立 しない こ とと､
S i 血 a n の 仮説を成立 させる現象が関わる脳の解剖学的基盤 を

明らか に した｡ 本研究は
､ 失語症 に つ い ては こ れまでほとん ど研究されて こ なか っ た言語 モ ダ

リテ ィ 間の 関係 に つ い て ､ その
-

部を明らかにする ことで失語症 の メ カ ニ ズ ム の解明に重要な

貢献をなすとともに機能訓練面にも重要な示唆を与え るもの と考えられ ､ 学位 の授与に値する

もの と考えられる ｡
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